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　これには既視感がある。Remember Pearl Harbor だ。また他の Remember 作戦もある。米
国がフィリピンに次ぎ日本を奪取後、Remember 作戦は、もう終わりだと思ったが、その次
は、湾岸戦争で、次はアフガンだった。次の目的は何だろうか。
　米国の Remember 作戦の一つ目は Alamo 砦の戦いだった。1836 年、テキサス地域がメキシ
コからの独立を宣言すると、1845年にテキサス共和国はアメリカに併合されたが、メキシコ政
府はアメリカ合衆国のテキサス併合は勿論、テキサス共和国の独立さえ承認しなかった。1836


















































有していたが、9.11 の前に保険が掛けられたり、直前に WTC より移転したイスラエルの会社
もある。つまりイスラエル（モサド）は、事前に攻撃を知っていたという憶測が成り立つ。
　米国人の大統領補佐官は、あの日に攻撃があることは知っていたと証言している。米の CIA
や FBI は WTC が目標だと知らなかったというのか。誰が WTC ビルに爆弾を仕掛けたのだろ
うか。NY の 9.11 の WTC という囮が、イラクへの Remember になったのだろうか。9.11 が
囮 ?Alamo も Maine 号も囮 ? しかし、「9.11 がイラク奪取の為の謀略」とは飛躍ではないか ?



















争が始まり、「Remember Maine」と S. ルーズベルトが叫んだ。甥の F. ルーズベルト大統領が




















70 年代にかけて、中国へ輸出されたインド産阿片は、毎年平均で 8 万 3000 箱（4980 トン）に























Remember 作戦である Remember Pearl Harbor となる。Remember Pearl Harbor 以降は、暫



























大きなことが起こると警告したでしょう」と激しく迫っている。同年 8 月 6 日に大統領への
Presidential Daily Brieﬁng （PDB）で、「ビン・ラデインが米国への攻撃を決意した。飛行機
ハイジャックによる攻撃が可能性を指摘」さらに「1993 年にビン・ラデイン一派による WTC
ビルの地下爆破があったが、あれを FOLLOW するようなことが起こる」と指摘されている。
WTC の地下駐車場で、1993 年 2 月 26 日の正午過ぎ、反米テロリストの仕掛けた爆破物を満
載したバンがタワー直下の地下駐車場で爆発、地下に居合わせた 6 人が死亡した。大統領への
2001 年 8 月 6 日の PRESIDENTILA DAILAY BRIEFING では、ビン・ラデインがアメリカを
攻撃するというレポートが詳細になされている。
　「Bin Ladin Determined To Strike in US。。。。」
　その 2





年 7 月、アメリカがタリバンと交渉している間は、FBI がオサマ・ビン・ラディンやアルカ
イーダに対する捜査を進めないよう指示を受け、FBI のテロ捜査の最高責任者だったジョン・
オニールは、この措置に抗議して、7 月に責任者の座を降りた。オニールはその FBI テロ捜査





るというのは、常套手段であるかのようである。9.11 以前のすべての Remember 作戦も、こ
の観点から詳細にみれば、合点がいく。
Remember Pearl Harbor を更に検証してみる。これには最近、多量の証言、傍証、研究が出
てきている。古くて新鮮なテーマである。
4、第三のRemember、Remember Pearl Harbor の現在的論考














9 時。しかしマーシャルは乗馬に出かけ不在だった。午前 10 時ごろ、マーシャルから電話あ
































JN-25（日本の暗号）を解読していたことを明らかにした。「イギリス政府は、11 月 30 日から
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1837 年に米は広東にアヘン等の事業営業所（砦）を設けていた。そこから 1837 年にモリソン






















































　1913 年 米国で外国人（日本人が target）の土地所有禁止とする土地法案成立。米は、その
後も排日策動にでる。
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実際にオレンジ計画は実行されている。
　1936 年（昭 11） 米軍の将校クレア・シェンノートは、対日戦争に参加するため中国でアメ
リカ義勇隊（航空隊）を結成する。所謂フライングタイガー部隊。実質米の対日参戦である。

















　1937 年 7 月 8 日 盧溝橋事件発生の翌日に、シナ共産党は（対日全面戦争）を呼びかけてい
る。手回しが良すぎる。予定の行動だろう。シナ共産軍兵士向けのビラに「盧溝橋事件は、我
が優秀なる劉少奇同志（後の国家主席）の指示により行われたものである」と書いてあった。
　1938 年（昭 13）熊本と宮崎に、米のマーチン B10 爆撃機が侵入した。












　1940 年 5 月 ルーズベルトは防衛力強化のため 12 億ドルの支出権限をとる。
　1940 年 7 月 25 日 米は対日、石油、石油製品、鉄（屑）を全面禁輸とした。
　1940 年 9 月 鉄の対日輸出禁止。石油と鉄無しで日本経済破滅は風前の灯となる。
　1940 年 9 月 25 日 ルーズベルトは蒋介石に 2500 万ドルを貸与決定。
　1940 年 9 月 27 日　三国同盟で「米国が東洋における日本の目標遂行に力づくで介入する場
合には、三カ国は米国との戦争に同意」している。




　1940 年 11 月 米の 12 隻の潜水艦がマニラに向かう。
　1940 年 11 月 山本五十六が連合艦隊司令長官になる。
　1940 年（昭 15）12 月 8 日 ヘンリーモーゲンソーが「ルーズベルトに対して、中国に長距離
爆撃機供給して、日本を爆撃することを提案した」「ルーズベルトは中国人が日本を爆撃する
なら結構」と解答した。





1941 年 4 月 15 日 ルーズベルトは、米軍人にシェンノート部隊 [ 在中国の米部隊 ] に志願する
ように行政命令を出した。
　1941 年 ルーズベルトは蒋介石に 4500 万ドルの援助をすると回答。
　1941 年 米国はシナを武器貸与法の対象国とした。
　1941 年 1 月 3 日 ポップアップクルーズ作戦（米巡洋艦を日本の近海に出現させて、挑発す
る）開始。日本に最初に米の巡洋艦の 1 ～ 2 隻を攻撃させろと指示を出した。
　1941 年 7 ポップアップクルーズ（突然姿を見せる）部隊が領海侵犯して豊後水道に侵入。
　1941 年 7 月 16 日　マッカラムの提言通り、通商を禁止とした。日本の在米資産を凍結。こ
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れは日本に対する死刑宣告に等しい。
　1941 年 7 月 23 日 日本本土先制奇襲爆撃計画　JB-355HA にルーズベルトが署名した。米人
パイロットがシナの飛行機に偽装して、日本を爆撃する計画。

















　1941 年 11 月 5 日 御前会議の対米戦争協議内容が宮内庁のスパイにより、米大使ジヨセフグ
ルーに流出した。グルーは情報確認のため、武官のヘンリー・スミスを瀬戸内海に視察に行か
せている。パープル暗号だけでなく、海軍暗号 29 種も解読されていた。米は無線傍受局を 25
か所に設置していた。










「真珠湾の審判」によると、「ルーズベルトは、戦艦 3 航空母艦 1、巡洋艦 4、駆逐艦 18 をハワ
イから引き抜きぬいた」と書いている。
　1941 年 11 月 25 日 ルーズベルトは、ホワイトハウスで、ハル国務長官、ステイムソン陸軍
長官、ノックス海軍長官、マーシャル参謀総長、スタークス海軍作戦部長を招集し、「次の月
曜日（12 月 1 日）あたりが、最も危険になると思う」と述べた。「会議では、日本側から、最
初の一発を攻撃させるように仕向けることで合意した」とスティムソンが日記に書いた。
The question was how we should maneuver them into the position of ﬁring the ﬁrst shot 
without allowing too much danger to ourselves.
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　1941 年 12 月 8 日真珠湾攻撃では空母を含む新鋭艦は、すべて不在だった。
　1941 年 12 月 重慶政府が日本に宣戦布告したことにより、事変が戦争にエスカレートした。






　1945 年 7 月 24 日 トルーマン大統領は、日本への原爆投下計画として、8 月に 2 発。9 月、
10 月、11 月に各 3 発、12 月に 7 発の合計 18 発の原爆を投下する軍事・科学プランに承認のサ
インをした。（ワシントンポスト紙のスクープ）→米兵 50 万人の犠牲を救う為の原爆投下とい
うのは、ここでも詭弁だと分かる。
　1945 年（昭 20）8 月 6 日 広島に新型爆弾（原爆）が落ちた。即ソ連大使館員（NKGB）の
二人が 8 月 6 日の夜に東京から広島に視察に飛んでいる。それから 3 日後の 8 月 9 日未明にス
ターリンは、満州で対日参戦をしている。スターリンは原爆の凄まじい破壊力を知り、日本は
降伏すると読んだに違いない。火事場泥棒的に即参戦した。米国立の有力外交専門誌「フォー








伏しなければ米軍は 11 月 1 日に 76 万 7000 人の部隊による九州上陸作戦の実行を計画。その
際には最大 2 万 5000 人の米側戦死者を予測していた。続いて翌 46 年 3 月 1 日に計画してい















亜戦争の真実―東條英機宣誓供述書」として GHQ の WGIP やプレスコード規制が薄まった平









　1945 年 東久邇宮内閣が「新日本建設の教育方針」を提出した。GHQ は、それを却下し、逆
に GHQ が教育基本法を策定した。これは国際法違反である。あえて GHQ が教育方法まで手
をだし、その方針に乗っ取り 12 月に GHQ の意向で日教祖の前進が結成された。その後正式に


































文久期間の尊攘激派は､ 攘夷論といってもよほどの石頭は別として､ いったん打ち払っておいて､ そのの
ちこちらから積極的に国際舞台にのりだすという主張であって､ すでに一定の開明性をそなえていたが､
桜園はどうもかけ値なしの鎖国を考えていたらしい｡ ある人が海外進出論を説いたところ､ ｢あなたはまず






すべての武士たちがそうであった｡ しかし､ その危機感は､ 圧倒的な軍事力によってわが国が侵略される






入るとき､ どのようなとりかえしのつかぬ混乱と崩壊が起こるか､ まざまざと幻視したのだと思う｡ この
ような危機感はまったく桜園独自のものであって､ ほかに例を見ることができない｡
小楠はこの点自信を持っていた｡ 彼は ｢堯舜孔子の道｣ を最高の政治哲学だと信じ､ 西欧はそのような高
い政治哲学がないために､ 侵略主義におちいるのだと考えていた｡ 尭舜孔子の道を明らかにし､ 西洋器械
の術を尽すなんぞ富国にとどまらん､ なんぞ強兵にとどまらん大義を四海に布かんのみと彼はうたった｡
西洋から学ぶのは制度 ･ 産業 ･ 科学だけであり､ 政治と道徳の思想はこちらが逆に彼らに教えてやるのだ､
というのである｡ 西欧的な富国強兵主義は､ 日本が大義をひっさげて世界に登場することによって止揚さ
れるべきだ､ という考えかたである｡ 桜園はこういう楽観主義をかたときも信じなかった｡ 西洋文明はそ
れから制度や技術だけを抽出できるものではなく､ もっと根本的な浸蝕力をもっていると､ おそらく彼は
考えていた｡ その浸触力を前にして､ はたして目本人は自分の主体性を失わないでおれるか､ 彼はまった
く自信がもてなかったのにちがいない｡｣
　彼はまた弟子たちに向かって､ ｢兵は怒であろう｡ 国民の怒りがさかんな時にちゅうちょせず戦端を開け
ばよい｡ かならず敗けるであろうが､ かまうことはない｡ 上下心を一にして百敗して挫けないならば､ 国
をとられことなどけっしてないものだ｣ とつねづね語っていた｡
このような桜園の言葉は､ 日本国民が一度死んで復活することを求めたものだと私は考える｡ 桜園は､ こ
のたびの西欧列強の接触が偶然のものではなく､ 世界のあらゆる部分を孤立からとき放って､ ひとつの交
通網にくみいれようとする､ 世界史的な力の作用であることを直覚していたようだ｡ そして､ そのように
して出現する国際社会が､ なまやさしいものでないことも予想していたようだ｡ ある人が四海みな兄弟と
いう古語をひいて攘夷のよろしくないのを説いたとき､ 彼は ｢それは徳義上のことを申すので､ 現実は別









































2）WGIP（War Guilt Information Program）の徹底 :


























を受けた維新前の徳川紀州藩の慟哭から始まっている。G7 に日本が入り、米国の G1 時代を経
























































































　渡辺京二が上述の一文を書いたのは戦後 30 年である。それから、さらに 40 年が経過し、今
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